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２０１９年度の事業報告 

事業の概要 

１． 社会福祉事業 
＜１＞ ＮＰＯ基盤強化資金助成（予算：19,000,000 円） 

２０１９年度は、「住民参加型福祉活動資金助成」は６月から７月にかけて西日本地区
を対象に募集しました。また、９月から１０月にかけて「組織および事業活動の強化資金
助成」は西日本地区を対象に、「認定ＮＰＯ法人取得資金助成」は全国で募集しました。 

それぞれの応募数は、「住民参加型福祉活動資金助成」は６６件、「組織および事業活動
の強化資金助成」は５３件、「認定ＮＰＯ法人取得資金助成」は３２件、合計１５１件で
した。 

２０１９年９月１７日開催の選考委員会にて、「住民参加型福祉活動資金助成」は１８
団体、１２月３日開催の選考委員会にて、「組織および事業活動の強化資金助成」は１５
団体、そして「認定ＮＰＯ法人取得資金助成」は１５団体、計４８団体に対し合計 
１，８８９万円の助成を決定しました。 

なお、主に子ども（障害児等）を対象として活動を行っている１３団体（下表団体名に
★）への助成金には、ＳＯＭＰＯホールディングスグループの社員の毎月の給与から集め
られる「ＳＯＭＰＯちきゅう倶楽部社会貢献ファンド」からの寄付金５０万円を活用させ
ていただきました。 
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都道府県 団体名 助成する活動の名称
助成金額
（万円）

生活支援ボランティア
にんにんおたすけ隊

京都府
「くらしの応援隊」ボランティア
の会

高齢者や障害者の生活支援、災害ボランティア部門の後方支
援

8

特定非営利活動法人
エフ・エー
特定非営利活動法人
ほほえみケア
ＮＰＯ法人
はんしん高齢者くらしの相談室
特定非営利活動法人
みっくす

奈良県 大宮地区自治協議会 環境委員会活動・支え合い委員会活動・はぐくみ委員会活動 30

奈良県 フードバンク奈良 フードバンク活動充実のための業務用冷蔵庫の設置事業 30

和歌山県 おのみなとこども食堂の会 こども食堂を通した地域の共生活動 30

特定非営利活動法人
フードバンクとくしま
特定非営利活動法人
夢創房室戸迎鯨の杜
一般社団法人
生き方のデザイン研究所
高鍋町発達障がい児・者親の会
キャンパス☆きっず

宮崎県 ラーニングパーク 放課後等学習支援教室、宿題・各教科のお困りお助け教室 30

沖縄県 沖縄県聴覚障害児を持つ親の会 聴覚障害児のプログラミング教室 15

ＮＰＯ基盤強化資金助成

「住民参加型福祉活動資金助成」助成先一覧

宮崎県
親子で楽しむ体験教室 （料理、ヨガ、書道、英会話、折り
紙、陶芸）

28

島根県 えくぼ 13

徳島県 移動こども食堂で使用する紙芝居の作成 30

高齢者の介護予防・認知症予防と子育て支援事業 （シンセ
サイザーの購入）

兵庫県 地域で支える！高齢者くらしのネットワーク 30

兵庫県

鹿児島県 なかよしパソコンお絵かきクラブ 18

高知県
３世代で見守る次世代育成プロジェクト （おばあちゃんの
晩ごはん）

29

福岡県
いつでも・だれでも・気軽にサポートプロジェクト （講座
の実施）

30

なかよしパソコンお絵かきクラブ （高齢者と子どもがパソ
コンを使ってお絵かき活動）

みっくす出版社による兵庫県明石市大久保地域あそびマップ
づくり

29

大阪府 サロン活動の拡大 （夜ごはん食堂・気まぐれモーニング） 30

大阪府
福祉有償運送サービス事業 （ナビとしてタブレットを活
用）

24

滋賀県 にんにんおたすけ隊 （気軽に助けてと言えるまちづくり） 29

滋賀県 にじいろ運営委員会 29
にじいろ教室 (認知症予防、英会話教室、そば打ちなどの夏
休み講座)
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都道府県 団体名 助成する活動の名称
助成金額
（万円）

特定非営利活動法人
i-care kids京都★
特定非営利活動法人
ＳＥＥＤきょうと
特定非営利活動法人
寝屋川あいの会
特定非営利活動法人
大阪精神医療人権センター
NPO法人
ゲートキーパー支援センター
特定非営利活動法人
兵庫空き家相談センター
特定非営利活動法人
子どもの生活支援ネットワーク
こ・はうす★
特定非営利活動法人
岡山高等学院★
特定非営利活動法人
びぃあらいぶ
NPO法人
シンフォニーネット
特定非営利活動法人
Approach　For　Life　Saver
特定非営利活動法人
ＯｎＰａｌ★
特定非営利活動法人
山王学舎★
特定非営利活動法人
フードバンク福岡★
特定非営利活動法人
NCK

熊本県 重症児の児童発達支援事業（スヌーズレンルームの整備） 60

福岡県 寄付サイトの実装および財源健全化を目指す広報活動事業 68

福岡県
フードバンク活動拡大に向けた組織基盤強化事業（アドバイ
ザー導入）

70

徳島県
地域で創り出すメンタルヘルス（自殺防止のための公開講
座）

70

福岡県
難病で入院している子どもたちの為のコンサート・活動報告
会の開催

50

広島県
喫茶・食堂、リサイクルショップの入り口をバリアーフリー
にする事業

70

山口県 障害者が働けるビール工房のタップルーム開設事業 70

和歌山県
ボランティア研修、事務機器整備（PC購入）、団体パンフ
レット作成

69

岡山県 広報、啓発活動のための新しいパンフレットの作成 48

兵庫県 高齢者をひとりにしないネットワーク構築事業 65

兵庫県
認知アッププロジェクト（リーフレット、パンフレット作
成）

63

大阪府
住民主体の訪問型サービス（Ｂ型）の全国的拡充のための広
報活動

69

大阪府
未来の活動中心メンバーの参加に向けた効果的な広報メディ
ア制作

70

「組織および事業活動の強化資金助成」助成先一覧

京都府 医療的ケア児の小規模保育園設立事業 65

京都府
就労継続支援B型事業所「プティパ」のウェブサイトのリ
ニューアル

70
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（助成金額は一律３０万円） 

 
  

都道府県 団体名 助成する活動の名称

特定非営利活動法人
POMk Project
特定非営利活動法人
居場所サポートクラブロベ★
特定非営利活動法人
おおぞら
特定非営利活動法人
パラキャン
特定非営利活動法人
シェア 国際保健協力市民の会★
特定非営利活動法人
街ing本郷
特定非営利活動法人
ぎふハチドリ基金
特定非営利活動法人
マイママ・セラピー
特定非営利活動法人
happiness★
NPO法人
さわやか千の里★
特定非営利活動法人
わははネット★
特定非営利活動法人
箱崎自由学舎ESPERANZA★
特定非営利活動法人
ドッグセラピージャパン
特定非営利活動法人
優里の会
特定非営利活動法人
かごしまハピネス★

福岡県 犬とふれあえる障害者就労支援、ドックセラピー活動

熊本県 里親支援事業

鹿児島県 学童保育等子育て支援、障害児通所支援、ファミリーサポート

兵庫県 地域社会の福祉の増進とまちづくりの推進（家事支援など）

香川県 地域子育て支援（親子の居場所など)

福岡県 フリースクールの運営（不登校児童・生徒の居場所を提供）

岐阜県 子ども・若者・子育て家庭を支える市民ファンドの運営

滋賀県 保健室の運営、産後女性のレスパイトケア、緊急時の託児

京都府 子どもやその家族のサポート（子ども食堂、学習支援）

千葉県 教育事業、障害者スポーツの普及、コンサルティング事業

東京都 地域保健プロジェクト、在日外国人の健康支援

東京都 地域・街づくり事業（商店会の活性化支援、地域の安全の増進）

茨城県 障害者共同生活援助、就労支援、相談支援事業

「認定ＮＰＯ法人取得資金助成」助成先一覧

福島県 地域住民に健康に関する知識の提供、体験型学習会を行う

茨城県 子育て支援（学童クラブ、無料学習塾、習い事教室）
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＜２＞ 自動車購入費助成（予算：12,000,000 円） 
２０１９年度は、助成する福祉団体の募集対象を東日本地区として、６月から７月にか

けて公募したところ、９８件の応募があり、２０１９年９月１７日開催の選考委員会にて、
１０団体に対し合計１，１５１万円の助成を決定しました。 

 
 
  

都道府県 団体名 主な事業
助成金額
（万円）

特定非営利活動法人
アラジン
特定非営利活動法人
恵の里
特定非営利活動法人
ポラリス
特定非営利活動法人
ハートランドひまわり
特定非営利活動法人
こどもの木
特定非営利活動法人
自立支援ネット我孫子
特定非営利活動法人
レジスト
特定非営利活動法人
臨床心理オフィスＢｅサポート
特定非営利活動法人
幸せつむぎ
特定非営利活動法人
あぐりの杜

愛知県
放課後等デイサービス、児童発達支援、障害に関する学習会
などの啓蒙活動

120

三重県
農福連携の水耕栽培で野菜を栽培、アート事業、さをり織り
などの就労継続支援事業

120

神奈川県 コーヒー豆の焙煎販売や納品業務などの就労継続支援事業 120

静岡県
未就学児対象の児童発達支援、小学生対象の放課後等デイ
サービス

120

埼玉県
発達障害児が友達と力を合わせ、外出活動などで活動範囲を
自分で広げていくための支援

120

千葉県
精神障害者の弁当製造および販売、リモコン内職、近隣スー
パー清掃を行う就労訓練事業

120

秋田県
チョコット手伝い隊、杉の箸の手作り体験などの就労継続支
援事業

91

宮城県
農福連携、福福連携、観福連携による施設外就労、アート活
動などの就労継続支援事業

120

「自動車購入費助成」助成先一覧

北海道
リサイクルショップ、印刷・発送作業、手作り品の製作・販
売、畑作業、イベント参加事業

120

青森県
空き缶回収、産業廃棄物の解体、銅線の加工などの就労継続
支援事業

100
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＜３＞ 海外助成（予算：4,000,000 円） 
海外の社会福祉の向上を目的に「海外助成」を実施しました。 
２０１９年度は、募集対象国をＡＳＥＡＮ加盟国およびインドとし、募集対象国に本部

または活動の主要な拠点事業所を置き、社会福祉分野で活動する非営利団体を対象に 
９月から１０月にかけて公募したところ、募集対象国に在住する日本企業の現地駐在員
の推薦による７件の応募がありました。 

２０１９年１２月３日開催の選考委員会にて、以下の５団体に対し合計約４３０万円
の助成を決定しました。 

 
また、２０１９年度は新たに株式会社国際開発センター経済社会開発部の玉懸 光枝

研究員に海外助成評価アドバイザーをお願いし、過去の助成先団体を訪問のうえインタ
ビューを実施していただきました。２０１９年度はミャンマーの５つの団体を訪問し、報
告書を財団Ｎｅｗｓおよび財団ホームページに掲載しました。 

  

国 団体名 助成金の使途 助成金額

インドネシア

PERDHAKI
 (ASSOCIATION OF VOLUNTARY
HEALTH SERVICES FOR
INDONESIA )

未だマラリア罹患率の高いインドネシア東部
地域において、マラリア対策と撲滅に向けた
啓蒙活動を支援

IDR 123,500,000
（約95万円）

フィリピン KYTHE FOUNDATION INC
小児癌の子どもたちと克服した子どもたちへ
の教育支援と生活改善のための支援

PHP 468,000
（約100万円）

フィリピン
Hands of Love Philippines
Foundation Inc.

子どもに適切な教育やより高度な教育を得ら
れるような支援と保護者たちが地域社会にお
いて協力活動のモデルとなるようなトレーニ
ング費用を支援

PHP 175,000
（約37万円）

ベトナム
Centre for Social Initiatives
Promotion (CSIP)

観光地化に伴い失われた子どもたちへ遊び場
（プレイグラウンド）の提供

USD 9,100
（約100万円）

インド TRAX SPORTS SOCIETY
交通安全の啓蒙活動を各学校（小中高）と協
働し、子どもの交通事故削減に向けたプログ
ラムを支援

USD 9,100
（約100万円）

「海外助成」助成先一覧
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＜４＞ 会議会合・国際交流費等助成・地域災害等緊急対策助成（予算：合算で 2,000,000 円） 
（１） 会議会合・国際交流費等助成 

２０１９年度は、以下のとおり、２団体１３０万円の助成を実施しました。 

 

詳細は以下のとおりです。 
(ア) 公益社団法人認知症の人と家族の会 

アジア地域での人材交流や、情報交換・情報発信力を高めることを目的として、 
第２１回アジア太平洋地域会議が２０１９年８月１６日から１８日にかけてマレー
シアで開催されました。認知症の人と家族の会は、この大会に日本から学生６名を含
む１２名の代表団を派遣し、各国の経験や優れた取り組みを共有し、認知症の課題に
向き合う若者同士が情報を交換し、各国が連携していく素地を作りました。 

２０１９年度は、この取り組みを支援するために、渡航費用の一部として１件３０
万円の助成を２０１９年８月１日の選考委員会で決定しました。 

 
(イ) 日本障害フォーラム（ＪＤＦ） 

 日本障害フォーラム（ＪＤＦ）は、２００４年の設立当初から障害者権利条約の批
准に取り組んでいます。 
 ２０１８年度にＪＤＦが作成したパラレルレポートは、２０１９年７月に国連・障
害者権利委員会に提出されました。日本政府による事前質問事項に対する回答と並
行して、２０２０年夏に予定される「建設的対話（日本の審査）」に向けたパラレル
レポートを再度作成することになり、各地でフォーラムを開催し、意見交流とディス
カッションを行います。また、障害者権利委員会に代表団を派遣し、障害者権利委員
とのブリーフィングを含めたロビイングを行います。 
 これらの活動を支援するために、キリン福祉財団、住友財団、ヤマト福祉財団と協
調し、当財団として１件１００万円の助成を２０１９年９月１７日開催の選考委員
会にて決定しました。 

 
（２） 地域災害等緊急対策助成 

２０１９年度は、「地域災害等緊急対策助成」はありません。 
 
  

助成先団体名 助成する事業名
助成金額
（万円）

①
（公社）認知症の人と家族の会
代表　鈴木　森夫

アジア太平洋地域会議・若者プロジェクト ３０

②
日本障害フォーラム（ＪＤＦ）
代表　阿部　一彦

障害者権利条約のパラレルレポートの作成と提出に関す
る事業

１００
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＜５＞ 在宅で高齢者を介護する家族の交流および研修資金助成（予算：5,000,000 円） 
２０１９年度は、公益社団法人認知症の人と家族の会の３２支部９２７名（認知症高齢

者、医師・福祉関係者等を含む）に、合計４８０万円の助成を実施することを２０１９年
３月１８日の選考委員会にて決定しました。 

最終的に３２支部９１１名を対象に、総額４８０万円の助成を実施しました。 
 
＜６＞ 介護福祉士養成のための奨学金の給付（予算：7,200,000 円） 

２０１９年度は、４月に２年制専修学校のうち指定校２５校に対し学生の推薦を依頼
するとともに、財団ホームページに募集要項を掲示することで指定校以外からの応募も
可能としました。その結果、指定校から１６名の推薦、指定校以外から１名の応募を受け
付けました。 

２０１９年５月２７日開催の選考委員会にて選考を行い、１年生１０名の採用を決定
しました。昨年度採用の２年生１０名を含め２０名に奨学金（１カ月３万円）総額７２０
万円を支給しました。２０２０年２月末現在在籍の奨学生は下表のとおりです。 

 
  

学年 氏名 専修学校 都道府県
Ａ（女性） 仙台医療福祉専門学校 宮城県
Ｂ（女性） リリーこども＆スポーツ専門学校 茨城県
Ｃ（女性） 日本福祉大学 中央福祉専門学校 愛知県
Ｄ（女性） 田原市立 田原福祉専門学校 愛知県
Ｅ（男性） 南海福祉看護専門学校 大阪府
Ｆ（男性） 和歌山社会福祉専門学校 和歌山県
Ｇ（男性） 旭川荘厚生専門学院 岡山県
Ｈ（男性） 高知福祉専門学校 高知県
Ｉ（女性） 宮崎医療管理専門学校 宮崎県
Ｊ（女性） 九州中央リハビリテーション学院 熊本県
Ｋ（女性） 東京YMCA医療福祉専門学校 東京都
Ｌ（女性） 栃木介護福祉士専門学校 栃木県
Ｍ（女性） 南海福祉専門学校 大阪府
Ｎ（女性） 高知福祉専門学校 高知県
Ｏ（女性） 大泉保育福祉専門学校 群馬県
Ｐ（女性） 金沢福祉専門学校 石川県
Ｑ（女性） せいとく介護こども福祉専門学校 北海道
Ｒ（女性） 日本福祉大学 中央福祉専門学校 愛知県
Ｓ（女性） 日本福祉大学 中央福祉専門学校 愛知県
Ｔ（男性） 仙台医療福祉専門学校 宮城県

奨学生一覧

１年生

２年生
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２． 福祉諸科学事業 
＜１＞ 研究助成 
（１） 一般（予算：1,000,000 円） 

２０１９年度は、「研究助成」はありません。 
 
（２） ジェロントロジー研究助成（予算：4.000,000 円） 

本助成は隔年に募集しており、２０１９年度の募集は行わず、２０１８年度に選考され
た１７案件に対し、後期の助成金４１３万円を支給しました。 

 
＜２＞ 研究会 

以下の３つの研究会を運営しました。 
（１） 保険業法に関する研究会 

主査：山下 友信氏（同志社大学教授） 
損害保険ジャパン日本興亜株式会社法務部と連携し、「保険業法」に関わるテーマで研

究を進めます。 
第１回研究会（通算５８回）を２０２０年２月２７日に開催を予定していましたが、

新型コロナウイルスの感染状況に鑑み延期としたため、２０１９年度の開催はありま
せんでした。 

 
（２） ジェロントロジー研究会 

主査：秋山 弘子氏（一般社団法人高齢社会共創センター長） 
ＳＯＭＰＯ未来研究所株式会社と連携して、研究会を４回開催しました。 
また、ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社シニアマーケット事業部にオブザーブ参

加いただきました。 
高齢者や高齢社会をめぐる諸問題を明確にし、その解決に向けての研究を通じて、豊か

な長寿社会の発展に貢献することを目的としています。 
２０１９年度は、新たに「シニアのセカンドキャリアとしての介護分野の可能性」をテ

ーマに研究を行っています。 
また、２０１７~２０１８年度に実施した研究内容「（認知症等の）要介護高齢者の就労

とＱＯＬ」を財団叢書にまとめ、８月に刊行しました。 
第１回研究会 ２０１９年８月１日 
第２回研究会 ２０１９年１０月１７日 
第３回研究会 ２０１９年１２月１２日 
第４回研究会 ２０２０年２月７日 

 
 



10 
 

（３） 健康保険・介護保険システム研究会 
主査：田中 滋氏（公立大学法人埼玉県立大学理事長） 
ＳＯＭＰＯ未来研究所株式会社と連携して、研究会を２回開催しました。また、ＳＯＭ

ＰＯホールディングス株式会社、損害保険ジャパン日本興亜株式会社、ＳＯＭＰＯひまわ
り生命保険株式会社、ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社にオブザーブ参加いただきま
した。 

先進諸国の健康保険・介護保険システムを、公的制度・民間を合わせて包括的に把握・
理解し、各国の抱える課題について討議しています。各国の実務家、有識者への取材も踏
まえ、制度、保険商品の表面的な理解に止まらず、運用面等実態を見据えた把握・理解を
行っています。 

第３回研究会 ２０１９年７月３日 英国編－介護保障と保険システム 
第４回研究会 ２０１９年９月２４日 英国編－ＮＨＳと民間健康保険の役割 
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３． 社会福祉学術文献表彰事業 
＜１＞ 講演会・シンポジウムの開催 

第２０回損保ジャパン日本興亜福祉財団賞受賞記念講演会・シンポジウムを開催しま
した。概要は以下のとおりです。 

・日時：２０１９年７月１３日（土）午後１時から５時 
・場所：グランドアーク半蔵門（東京都千代田区） 
・後援：厚生労働省、一般社団法人日本福祉学会、一般社団法人日本ソーシャルワーク

教育学校連盟、日本地域福祉学会、日本社会福祉系学会連合 
・プログラム 
第１部：受賞記念講演会 

・受賞著書：社会的養護のもとで育つ若者の「ライフチャンス」 
－選択肢とつながりの保障、「生の不安定さ」からの解放を求めて 

（明石書店 ２０１７年１２月発行） 
・受 賞 者：永野 咲氏（昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科助教） 

第２部：シンポジウム 
テ ー マ ：不利の連鎖の中にある「若者」のライフチャンスを保障するために 
コーディネーター  ：岩田 正美氏（日本女子大学名誉教授） 
パ ネ リ ス ト  ：上間 陽子氏（琉球大学大学院教育学研究科教授） 
 佐々木 宏氏（広島大学大学院総合科学研究科准教授） 
 宮本 みち子氏（千葉大学・放送大学名誉教授） 
コメンテーター ：永野 咲氏（昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科助教） 

 
＜２＞ 叢書 

上記の講演会とシンポジウムの内容を財団叢書Ｎｏ．９５「第２０回損保ジャパン日本
興亜福祉財団賞受賞記念講演録」として４月に公表しました。（ホームページに掲載） 

 
＜３＞ ２０１９年度「損保ジャパン日本興亜福祉財団賞」の実施 

２０１９年度の損保ジャパン日本興亜福祉財団賞には、指定推薦者から２７編が推薦
されました。審査委員会は２０１９年９月２日、１０月１８日、１２月１３日の３回にわ
たり、当財団会議室にて開催されました。 

審査委員会に置いて厳正な審査の結果、以下記載の著書１編が授賞に相応しい候補文
献として選定され、２０２０年１月１６日の理事会にて決定されました。 

・受賞著書： 住宅扶助と最低生活保障－住宅保障法理の展開とドイツ・ハルツ改革 
（株式会社法律文化社 ２０１８年４月発行） 

・受 賞 者： 嶋田 佳広氏（佛教大学社会福祉学部教授） 
・表彰内容： 賞状 記念品 研究・出版助成金 １００万円 
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贈呈式を２０２０年３月１７日に損保ジャパン日本興亜本社ビル４３階で予定してい
ましたが、新型コロナウイルスの感染状況に鑑み中止といたしました。 

また、損保ジャパン日本興亜福祉財団賞受賞記念講演会・シンポジウムは、２０２０年
７月１１日(土)にグランドアーク半蔵門での開催を予定していましたが、新型コロナウイ
ルス感染拡大の状況に鑑み中止といたしました。 

 
＜４＞ ２０１９年度「損保ジャパン日本興亜福祉財団奨励賞」の実施 

損保ジャパン日本興亜福祉財団賞の審査過程で、財団賞には及ばないものの優れた著
作（佳作）であると評価された特に若手の著者を対象に、損保ジャパン日本興亜福祉財団
奨励賞を贈呈します。 

２０１９年１２月１３日開催の審査委員会において、以下記載の著書１編が授賞に相
応しい候補文献として選定され、２０２０年１月１６日の理事会にて決定されました。 

・受賞著書： 効果的な退院・転院支援－医療ソーシャルワーカーの専門的役割 
（株式会社旬報社 ２０１９年２月発行） 

・受 賞 者： 林 祐介氏（同朋大学社会福祉学部専任講師） 
・表彰内容： 賞状 記念品 研究・出版助成金 ５０万円 
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４． 資金運用状況 
財団の基本財産については、資金運用規程に則り、投資有価証券の継続保有および銀行預

金で運用しました。なお、財団が保有している債券は基本財産で、全て満期保有を目的とし
ています。 

２０１９年度には、以下の３件の債券が満期償還を迎えました。 
マイナス金利導入（２０１６年２月）以降、満期を迎えた債券の償還金の一部は、決済用普
通預金（無利息型）にて保有しています。資金運用規程に従い、安全性・確実性を考慮し、
以下の債券を購入と定期預金の設定を行いました。 

 
また、運用財産（基本財産以外の財産）は、安全性と流動性を考慮した銀行預金（定期預

金、普通預金）で運用しました。 
 
 

５． その他の特記事項 
内閣府への届出等 

２０１９年５月８日 変更の届出（評議員の変更） 
２０１９年６月２７日 事業報告等の提出 
２０１９年７月２２日 変更の届出（理事・評議員の変更） 
２０２０年２月７日 変更の届出（評議員の変更） 
２０２０年３月２４日 事業計画等の提出 

  

満期償還債券等 運用先（新規購入債券等）
福岡県公募公債平成２６年度第２回
　・額　面：１億円
　・利　率：０．１２２％
　・償還日：２０１９年７月２９日

みずほフィナンシャルグループ無担保永久劣後債
　・額　面：１億円
　・利　率：０．９８％
　・発行日：２０１９年７月１９日
　・購入日：２０１９年９月２４日
　・償還日：２０２４年１２月１５日以降（ＮＣ５年５か月）

東京都公募公債第６７３回
　・額　面：１億円
　・利　率：１．３８％
　・償還日：２０１９年９月２０日

大和ネクスト銀行定期預金（１年、利率：１．０％）　１億円

東京都公募公債第６７９回
　・額　面：４０００万円
　・利　率：１．３８％
　・償還日：２０１９年１２月２０日

決済用普通預金（無利息型普通預金）　　　　　４０００万円
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庶務の概要 

１．役員等に関する事項 

役員等の氏名は次のとおり。（常勤者に＜常勤＞表示） （五十音順、２０２０年３月３１日現在) 

  職 名   氏   名 摘      要 
理事長 
専務理事 
理事 
 
 
 
 
 

二宮 雅也 
松林 宏 
秋山 弘子 
大橋 謙策 
小林 光俊 
冷水 豊 
竹内 孝仁 
田中 滋 
長嶋 紀一 
古川 貞二郎 
森嶌 昭夫 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社取締役会長 
＜常勤＞公益財団法人損保ジャパン日本興亜福祉財団 
東京大学名誉教授・一般社団法人高齢社会共創センター長 
公益財団法人テクノエイド協会理事長・東北福祉大学大学院教授 
学校法人敬心学園理事長 
元上智大学教授 
国際医療福祉大学大学院教授 
公立大学法人埼玉県立大学理事長 
日本大学名誉教授 
社会福祉法人恩賜財団母子愛育会会長・元内閣官房副長官 
名古屋大学名誉教授・弁護士 

監事 
 

内田 満雄 
新里 智弘 

公認会計士  
公認会計士  

評議員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池田 輝彦 
大塚 義治 
京極 髙宣 
越川 志穂 
柴田 博 
清水 重夫 
白澤 政和 
杉崎 重光 
炭谷 茂 
直井 道子 
西浦 英次 
橋本 和生 
弘中 徹 
藤川 久昭 
宮武 剛 
山下 友信 
涌井 洋治 

みずほ信託銀行株式会社顧問 
日本赤十字社社長 
社会福祉法人浴風会理事長、国立社会保障・人口問題研究書名誉所長  
損害保険ジャパン日本興亜株式会社ＣＳＲ室長 
桜美林大学名誉教授 
元株式会社資生堂代表取締役執行役員副社長 
国際医療福祉大学大学院教授 
ゴールドマン・サックス証券株式会社副会長 
社会福祉法人恩賜財団済生会理事長 
東京学芸大学名誉教授 
元社団法人日本損害保険協会専務理事 
元日本興亜損害保険株式会社代表取締役副社長執行役員 
弁護士法人弘中総合法律事務所代表社員・弁護士 
クラウンズ法律事務所代表弁護士、ＤｅＮＡ社外監査役 
学校法人日本リハビリテーション学舎理事長 
同志社大学教授 
公益財団法人アフィニス文化財団理事長 
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職 名 氏  名 摘      要 
選考委員 
(社会福祉) 
 
 
 

和田 敏明 
安藤 雄太 
大塚 晃 
越川 志穂 
内藤 佳津雄 
中島 謙次 

ルーテル学院大学名誉教授 
東京ボランティア・市民活動センターアドバイザー 
上智社会福祉専門学校特任教員 
損害保険ジャパン日本興亜株式会社ＣＳＲ室長 
日本大学教授 
一般社団法人日本ユニットケア推進センター常務理事 

選考委員 
(奨学金) 
 

竹内 孝仁 
上野谷加代子 
越川 志穂 
冷水 豊 

国際医療福祉大学大学院教授 
同志社大学教授 
損害保険ジャパン日本興亜株式会社ＣＳＲ室長 
元上智大学教授 

選考委員 
(福祉諸科学) 
 
 
 

京極 髙宣 
高橋 紘士 
広井 良典 
川添 久彰 
山下 友信 

社会福祉法人浴風会理事長、国立社会保障・人口問題研究書名誉所長  
一般財団法人高齢者住宅財団特別顧問 
京都大学教授 
ＳＯＭＰＯ未来研究所株式会社取締役社長 
同志社大学教授 

選考委員 
(ジェロントロ 
ジー研究) 
 
 
 
 
 

長嶋 紀一 
今井 幸充 
上野谷加代子 
冷水 豊 
袖井 孝子 
竹内 孝仁 
内藤 佳津雄 
 

日本大学名誉教授 
医療法人社団翠会和光病院院長 
同志社大学教授 
元上智大学教授 
お茶の水女子大学名誉教授 
国際医療福祉大学大学院教授 
日本大学教授 
 審査委員 

(社会福祉 
学術文献表彰） 
 
 

岩田 正美 
秋元 美世 
岩崎 晋也 
大島 巌 
平岡 公一 
山縣 文治 
和気 純子 

日本女子大学名誉教授 
東洋大学教授 
法政大学教授 
日本社会事業大学教授 
お茶の水女子大学教授 
関西大学教授 
首都大学東京大学院教授 
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２．職員等に関する事項   

職員は次のとおり。                   （２０２０年３月３１日現在） 

 

  

職 名 氏  名 摘      要 
顧問 右田 紀久恵 

岡林 秀樹 
岡本 民夫 
黒田 研二 
小林 良二 
芝野 松次郎 
菅沼 隆 
高野 茂  
髙宮 洋一 
田中 皓 
田端 光美 
花崎 和彦 
福山 和女 
古川 孝順 
水巻 中正 
宮武 剛 

大阪府立大学名誉教授 
元公益財団法人損保ジャパン日本興亜福祉財団専務理事 
同志社大学名誉教授 
関西大学教授 
東京都立大学名誉教授 
関西学院大学名誉教授 
立教大学教授 
損保ジャパン日本興亜社友会常任幹事兼事務局長 
城西国際大学教授 
公益財団法人助成財団センター代表理事・専務理事 
日本女子大学名誉教授 
公益財団法人助成財団センター事務局長 
ルーテル学院大学名誉教授 
長野大学特任教授 
国際医療福祉大学大学院教授 
一般財団法人日本リハビリテーション振興会理事長 

区 分 氏  名 就 業 年 月 日 備   考 
事務局長 
副長 
副長 
主任 

澤 雅弘 
前田 晶子 
渡部 由里 
尾根 桂子 

２０１８年４月１日 
２０１８年４月１日 
２００８年９月１日 
２０１３年８月１日 

損害保険ジャパン日本興亜㈱から出向 
損害保険ジャパン日本興亜㈱から出向 
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３．役員会等に関する事項 

＜１＞理事会の開催 

開 催 日 会 議 事 項 結  果 

２０１８年５月２９日 
２０１９年度 
第１回通常理事会 

第１号議案 ２０１８年度の事業報告および決算
承認の件（決議） 

第２号議案 財団の名称変更および定款等の改定
の件（決議） 

第３号議案 定時評議員会開催の件（決議） 

全員一致で承認可決 
 
全員一致で承認可決 
 
全員一致で承認可決 

２０１９年６月２１日 
２０１９年度 
第１回臨時理事会 

第１号議案 理事長、専務理事の職務執行状況の
件（報告） 

第２号議案 専務理事の選定の件（決議） 
第３号議案 役員報酬の件（決議） 
第４号議案 顧問の選任の件（決議） 
第５号議案 諸規程の改定の件（決議） 

全員了承 
 
全員一致で承認可決 
全員一致で承認可決 
全員一致で承認可決 
全員一致で承認可決 

２０２０年１月１６日 
２０１９年度 
第２回臨時理事会 
（定款第４３条に定め
る理事会の決議の省略
の方法による） 

第１号議案 ２０１９年度「損保ジャパン日本興
亜福祉財団賞」および２０１９年度
「損保ジャパン日本興亜福祉財団奨
励賞」選考の件 

決議に参加できる理
事全員の同意が得ら
れ、かつ監事の承認
が得られた 
 

２０２０年３月１８日 
２０１９年度 
第２回通常理事会 
（定款第４３条に定め
る理事会の決議の省略
の方法による） 

第１号議案 ２０２０年度の事業計画および収支
予算等の件（決議） 

報告事項１ ２０１９年度の事業経過報告の件 
報告事項２ 理事長・専務理事の職務執行状況の

件 
 

決議に参加できる理
事全員の同意が得ら
れ、かつ監事の承認
が得られた 
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＜２＞評議員会の開催 

 

＜３＞選考委員会・審査委員会の開催 

開 催 日 委 員 会 の 内 容 

２０１９年５月２７日 
 

奨学金助成事業選考委員会 
２０１９年度奨学生の選考（１０名の支給決定） 

２０１９年８月１日 第１回社会福祉事業選考委員会 
会議会合・国際交流費等助成の選考（１件の助成決定） 

２０１９年９月２日 第１回社会福祉学術文献表彰事業審査委員会 
「損保ジャパン日本興亜福祉財団賞」および「損保ジャパン日本興亜福
祉財団奨励賞」（第１次審査） 

２０１９年９月１７日 第２回社会福祉事業選考委員会 
＜１＞自動車購入費助成の選考（１０件の助成決定） 
＜２＞ＮＰＯ基盤強化資金助成の選考 
（１）住民参加型福祉活動資金助成（１８件の助成決定） 
＜３＞会議会合・国際交流費等助成の選考（１件の助成決定） 

２０１９年１０月１８日 第２回社会福祉学術文献表彰事業審査委員会 
「損保ジャパン日本興亜福祉財団賞」および「損保ジャパン日本興亜福
祉財団奨励賞」（第２次審査） 

開 催 日 会 議 事 項 結  果 

２０１９年６月２１日 
定時評議員会 
 

第１号議案  ２０１８年度の事業報告の件（報告） 
第２号議案 ２０１８年度の決算承認の件（決議） 
第３号議案 ２０１９年度の事業計画および収支

予算等の件（報告） 
第４号議案 評議員の退任の件（報告） 
第５号議案 評議員の選任の件（決議） 
第６号議案 理事の退任の件（報告） 
第７号議案 理事の選任の件（決議） 
第８号議案 選考委員の選任の件（報告） 
第９号議案 審査委員の選任の件（報告） 
第１０号議案 顧問の選任の件（報告） 
第１１号議案 規程の改定の件（報告） 
第１２号議案 財団の名称変更および定款等の改

定の件（決議） 

全員了承 
全員一致で承認可決 
全員了承 
 
全員了承 
全員一致で承認可決 
全員了承 
全員一致で承認可決 
全員了承 
全員了承 
全員了承 
全員了承 
全員一致で承認可決 
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開 催 日 委 員 会 の 内 容 

２０１９年１２月３日 
 

第３回社会福祉事業選考委員会 
＜１＞ＮＰＯ基盤強化資金助成の選考 
（１）組織および事業活動の強化資金助成（１５件の助成決定） 
（２）認定ＮＰＯ法人取得資金助成（１５件の助成決定） 
＜２＞海外助成の選考（５件の助成決定） 

２０１９年１２月１３日 
 

第３回社会福祉学術文献表彰事業審査委員会 
「損保ジャパン日本興亜福祉財団賞」および「損保ジャパン日本興亜福
祉財団奨励賞」（推薦文献 財団賞１件、奨励賞１件の決定） 

２０１９年３月１７日 
 

第４回社会福祉事業選考委員会 
在宅で高齢者を介護する家族の交流および研修資金助成の選考 
（１件の助成決定） 

 
 
４．許可、認可および承認に関する事項 

該当はありません 

 
 
５．寄付金に関する事項 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社から88,000,000円の寄付を受けました。 
このほか法人22件3,150,000円、損保ジャパン日本興亜職員団体（ＳＯＭＰＯちきゅう倶
楽部）500,000円、個人2,434,000円の寄付を受けた結果、本年度の寄付金の合計は、 
94,084,000円となりました。 

寄 付 者 名 
寄付金額 
（千円） 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 ８８，０００ 

ＳＯＭＰＯひまわり生命保険株式会社 １，０００ 

ＳＯＭＰＯビルマネジメント株式会社 １００ 

ＳＯＭＰＯビジネスサービス株式会社 ７０ 

ＳＯＭＰＯ企業保険金サポート株式会社 １００ 

損保ジャパン日本興亜ＤＣ証券株式会社 ５０ 

ＳＯＭＰＯコミュニケーションズ株式会社 １００ 

損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社 １００ 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社 １００ 

ＳＯＭＰＯシステムズ株式会社 １００ 
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寄 付 者 名 
寄付金額 
（千円） 

ＳＯＭＰＯシステムイノベーションズ株式会社 １００ 

ＳＯＭＰＯクレジット株式会社 １００ 

損保ジャパン日本興亜保険サービス株式会社 １００ 

損保ジャパン日本興亜キャリアビューロー株式会社 １００ 

ユニバース開発株式会社 ５０ 

港北出版印刷株式会社 １００ 

株式会社プライムアシスタンス １００ 

日宝株式会社 ３０ 

株式会社フレッシュハウス ５０ 

ＳＯＭＰＯワランティ株式会社 ２００ 

ＳＯＭＰＯケア株式会社 ２００ 

ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社 １００ 

法人匿名１社 ２００ 

ＳＯＭＰＯちきゅう倶楽部 ５００ 

個人 ２，４３４ 

寄付金合計 ９４，０８４ 
 

 

６．行政庁指示に関する事項 

該当はありません。 

 

 

７．その他の重要事項 

該当はありません。 

 

２０１９年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 

３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しない 

ので作成しておりません。 


